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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、2つの高移動度グループモチーフを含む重要なミトコンドリア転写因子をコードしています。コードされているタンパク質は、ミトコンドリアDNAの複製と修復にも機能します。この遺伝子の配列多型は、アルツハイマー病およびパーキンソン病と関連しています。この遺伝子の偽遺伝子は、6番染色体、7番染色体、および11番染色体上に存在します。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年8月],機能：ミトコンドリア転写制御に関与する。ミトコンドリアRNAポリメラーゼによる正確かつ効率的なプロモーター認識に必要。転写開始部位のすぐ上流に結合して転写を活性化する。DNAをほどき、曲げることができる。,類似性：2つのHMGボックスDNA結合ドメインを含む。,サブユニット：TFB1MおよびTFB2Mと相互作用する。,
	研究分野
	幹細胞経路; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	TFAM抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TFAM抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	mtTFA抗体を用いた293T 3T3の溶解のウェスタンブロット分析。抗体は1:500に希釈した。

